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 　したがって，本稿（1）の p118 の下線部を削除してください。
 　ただ，『吳城日記』の「五月二十六日」条によると，黃家鼒が虎丘に到着した翌晩には
李實は官を棄てて去ってしまうが，巡撫（霍達）と按察司（周元泰）とは，戻ってきて虎
丘に滞在していたという。
 　　是の晩（五月二十六日），長洲縣知縣の李碩
ママ
（李實）は亦た官を棄てて去る。撫・按
は仍お回
かえ
りて虎丘に寓す（『吳城日記』卷上・「乙酉（順治二年）五月二十六日」条・
二〇六頁）。
 　そして，『明季南略』によれば，五月二十七日には，郡（蘇州）に復帰したという。
 　　［五月二十七日］・・・・黃家鼒　蘇州に至る。撫臣（巡撫）の霍達　復た郡（蘇州）
に歸る（『明季南略』卷之四・「二十七戊辰」条）。
